




要約:近年、結婚年齢の上昇、女性の社会進出及び雇用の場の拡大などにより、30 歳以上

の高年出産が増加している。 

高年の妊娠では、切迫流産や妊娠中毒症などの異常妊娠の頻度が高く、また胎児奇形や染

色体異常児の発生頻度も高くなる傾向がある。特に高年初産は難産になる可能性が高く、

胎児仮死や帝王切開の頻度も高いと指摘されているところである。 

岩手県では、このようなハイリスク因子を持つ可能性のある高年初産に係る妊婦健診を行

い、更に、この健診結果を基本にして、高年初産に対する適切な指導・管理を行うための

調査研究を実施し、母体の保護並びに胎児及び新生児の健全な育成を図ろうとしている。 


